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   第 ３ 種          機 械             

  

ＡＡ問題(配点は 1 問題当たり 5 点) 

 

問１ 次の文章は，直流機に関する記述である。 

直流機では固定子と回転子の間で直流電力と機械動力の変換が行われる。この

変換を担う機構の一種にブラシと整流子とがあり，これらを用いた直流機では通

常，界磁巻線に直流の界磁電流を流し，    (ｱ)    を回転子とする。 

このブラシと整流子を用いる直流機では，電機子反作用への対策として補償巻

線や補極が設けられる。ブラシと整流子を用いる場合には，補極や補償巻線を設

けないと，電機子反作用によって，固定子から見た    (ｲ)    中性軸の位置が変化

するために，これに合わせてブラシを移動しない限りブラシと整流子片との間に

    (ｳ)    が生じて整流子片を損傷するおそれがある。なお，小形機では，補償巻

線と補極のうち    (ｴ)    が一般的に用いられる。 

 

上記の記述中の空白箇所(ｱ)～(ｴ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次

の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 

 (ｱ)  (ｲ)  (ｳ)  (ｴ) 

(1) 界磁  電気的  火花  補償巻線 

(2) 界磁  幾何学的  応力  補極 

(3) 電機子  幾何学的  応力  補償巻線 

(4) 電機子  電気的  火花  補償巻線 

(5) 電機子  電気的  火花  補極 

 

  

- 1 -

 

問２ 電機子回路の抵抗が 0.20 の直流他励電動機がある。励磁電流，電機子電流

とも一定になるように制御されており，電機子電流は 50 A である。回転速度が

1200 min-1 のとき，電機子回路への入力電圧は 110 V であった。励磁電流，電機子

電流を一定に保ったまま電動機の負荷を変化させたところ，入力電圧が 80 V と

なった。このときの回転速度[min-1]の値として，最も近いものを次の(1)～(5)の

うちから一つ選べ。 

ただし，電機子反作用はなく，ブラシの抵抗は無視できるものとする。 

 

(1) 764 (2) 840 (3) 873 (4) 900 (5) 960 
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